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【動機】

集団生活をするクロクサアリにとって、えさ探しとそれを迷わないように巣に運ぶ道つくりとそ
の保存は極めて重要である。そこで、クロクサアリのえさ探し・えさ運びにおける暗黙のルール
をはっきりさせる。

【方法】

クロクサアリの道にビニールシートを敷き、その上に観察しやすいように白い模造紙（70×100cm
）を止めて置いて、新しく道ができたところで１匹１匹に注目して観察し、えさ探し・えさ運び
における暗黙のルールを決め出す。

【結果】

平らの場所では、終始、強い日差しを避けたり出てきたミミズをおそったりするように自分たち
の都合で道を自由に変えていく。クロクサアリは皆同じ大きさではない。体格に合わせてえさ運
びの役割を分担している。など。

【まとめ】

自分たちに都合がよいように道を自由に変えたり、体格に合わせてえさ運びの役割分担をしてい
たりする、などは、クロクサアリが集団生活を維持していくための暗黙のルールであり、合理的
な集団生活をしているといえる。

【展望】

クロクサアリに限らず動物は、大小の集団生活を営んでいると思われる。その中で、言葉がない
場合、それぞれに暗黙のルールがあって、生き延びていると思われる。本研究を突きつめれば、
より、合理的な集団生活のあり方が見えてくる。
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